
令和 5年度大規模地震時医療活動訓練 

（DMAT 訓練）の参加について 

9 月 30 日（土）、徳島県、香川県、愛媛県、高知県、大分県、宮崎県を被災地と

する南海トラフ地震を想定し、DMAT 活動に係る組織体制の機能と実効性に関する

検証を行うとともに、防災関係機関相互の協力の円滑化を図るため、大規模地震時

医療活動訓練が実施された。 

卸連合会事務局及び被災地と想定された上記 5 県卸協会（大分県を除く）に対

して、DMAT 事務局や行政機関などより、各県と県卸協会または傘下会員会社との

間での伝達訓練や医薬品空箱を用いた実動配送訓練などの参加要請があった。 

訓練に参加した県卸協会から、当日の訓練概要について、以下のとおり報告があ

った。また、卸連合会事務局の訓練についても以下のとおりであった。 

（徳島県） 

・DMAT 調整本部から保健福祉部薬務課に依頼。薬務課より徳島県医薬品卸協会(リ

エゾン)に依頼。

・県庁内のリエゾンを通じて依頼。医薬品卸から 1名登庁。

・徳島県との協定に基づいた卸協会の備蓄医薬品リストを DMAT 調整本部から各活

動拠点本部に提供し、リストに基づいて不足している医薬品を確認・報告。 

※各活動拠点本部に管轄保健所より薬務コーディネーターが参集し、医薬品関

係の取りまとめを行う。

※薬務課より、医薬品卸各社との通信は徳島県災害情報システムを活用

（要請事例） 

「東徳島病院へアルブミン、20 本配送依頼⇒在庫確認し、対応」 

「徳島市内の木下病院へロキソニン他、医薬品の配送依頼⇒在庫確認し、対応」 

（香川県） 

・高松空港ＳＣＵ訓練のほか、ブラインド訓練（机上訓練）として、香川県医薬品

卸業協会へ医薬品の備蓄状況、配送可否の連絡があった。

（要請事例） 

「県内の西讃保健所、高松空港、香川大学、こどもとおとなの医療センター、さ

ぬき市民病院への医薬品の配送依頼⇒在庫確認し、対応」 



（愛媛県） 

（要請事例） 

「県内の市立宇和島病院、松山赤十字病院、愛媛県立新浜病院への医薬品の配

送依頼⇒在庫確認し、対応」 

（高知県） 

・高知県医薬品卸業協会より高知県保健医療本部へ災害薬事コーディネーター役

として 2名を派遣。

・県保健医療支部等から、医薬品備蓄医療機関の備蓄状況を確認しながら、県本部

から協定に基づき医薬品卸業協会へ医薬品の調達要請。 

（要請事例） 

「須崎市高陵病院（周辺浸水のため、須崎西インター迄）への医薬品の配送依頼

⇒在庫確認し、対応」

「越智町北島病院への医薬品の配送依頼⇒在庫確認し、対応」 

（宮崎県） 

・宮崎県北部の済生会日向病院の籠城支援として、防災ヘリによる医薬品配送を

想定

（要請事例） 

前日「日向市の消防本部へヴィーン F輸液を届けるよう依頼⇒対応」 

当日「防災ヘリによる医薬品投下のため、門川湾沿岸に足りない薬剤（インシ

ュリンや降圧剤など）の配送依頼⇒対応」 

（卸連合会事務局） 

〇 卸連合会事務局は、各県卸協会の実動把握と関係機関との連絡調整を行った。 

・電話、メールにより、各県の被害状況や各県卸協会等への医薬品配送要請などを

確認 

・その後の配送完了（≒訓練終了）を確認

・卸連事務局から DMAT 事務局へ各県卸協会の訓練状況（完了状況）を報告








